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　早いもので、2007 年半ばの発足以来、東北大学

脳科学グローバル COE は 3 年半が経過しました。

在学期間の全てないし大半を、このプログラムと共に

過ごした修了生も、厳しい経済状況の中、国内外の

研究・教育機関、医療機関、企業などに巣立っていき、

それぞれの活躍を始めています。それぞれの研究室に

おける最先端の脳神経科学研究の遂行に加え、毎月

開催の若手フォーラムの運営などを通じた、異分野と

のコミュニケーションと基本的なビジネススキルの

涵養や、支倉フェローシップによる支援などを通じた

国際感覚の養成などが、必ずや彼らの “ 現在 ” に、

貢献しているものと考えております。

　2010 年は、政府・行政刷新会議による事業仕分け

などの結果、予算規模そのものは縮小し、個別の事業に

ついては選別を進めましたが、教育・研究の成果では

これまでと遜色ない 1 年だったと振り返っています。

いよいよ次年度は最終年度です。これまで培ってきた

成果をもとに、脳神経科学において、東北大学が世界

的に見て存在感がある研究拠点となり、また、市民の

方々に信頼されて支えられる拠点となるべく、更なる

努力を傾注して、教育・研究を推進してまいります。

2010年、東北大学脳科学グローバルＣＯＥは

4年目を迎えた。

14名の拠点メンバーが 2010 年の１年間の間に発表した論文は、
およそ200報。

国際的な拠点として最先端の研究を続け、

5回のプレスリリースも行った。

3回目となったサマーリトリートには、9カ国から

40人あまりが参加。
国内開催の若手中心の行事としては異例の

参加者の25%程度が外国人という会に育った。
若手フォーラムの開催は 2010 年中に、10回。

累計では31回を数える。

2度開催された脳カフェは、
合計 6回目となり、

総計で1,400人を動員したことになる。
支倉フェローシップで海外渡航したのは、

28人の若手研究者。

さて、2011 年は、5年目、最終年度を迎える。
確固たる足跡を残すべく、取り組んでいきたい。

社会への還流、そして、世界的な拠点に
－グローバル COE の最終年度に向けて

大隅　典子
拠点リーダー、東北大学大学院医学系研究科教授
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国際研究交流

海外から 11 名、国内から 5名のゲスト

講演者を迎え、東北大学の脳神経科学

研究者も 10 余名が登壇する国際シンポ

ジウム。大学草創期の解剖学に始まる

東北大学での脳神経科学の伝統が、

脳科学グローバル COE、そして、包括的

脳科学研究・教育推進センターの設立

へと、世界的な教育・研究の拠点へと

成長してきたことを象徴するシンポ

ジウムとなった。

2011.01.21 [fri] - 23 [sun] 

会場：東北大学生命科学プロジェクト総合研究棟

参加人数 ： 約 300 名

主催：東北大学包括的脳科学研究・教育推進センター

共催：東北大学大学院生命科学研究科、東北大学

脳科学グローバルＣＯＥ、ユニバーティー・カレッジ・

ロンドン（ＵＣＬ）、 駐日英国大使館、文部科学省

新学術領域「包括型脳科学研究推進支援ネット

ワーク」

　東北大学の脳神経科学研究者が総結集した、

包括的脳科学研究・教育推進センターが初めて

実施する、大型の国際シンポジウムは、日本各地

からの参加者を集めた。初日は若手研究者を中心

とするポスター、二日目は主にシステム脳科学の

セッション、三日目は分子・細胞レベルでの研究

を主とするセッションが行われた。

　特別講演は、ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン

から来日した２人の著名な研究者。二日目は、

セミール・ゼキ教授の ”Colour Vision ‒Past, Present, 

Future”、三日目はクラウディオ・スターン教授に

よる ”Building a brain: A molecular dissection of neural 

induction” が組まれた。ゼキ教授の講演は、ニュー

トンへの言及から始まり、目ではなく脳が色を

見ていることを科学的に示す、御自身の研究史を

含みつつ、機能分化している視覚系がどのように

統合像を得ているのか、という現在から未来への

問題を投げかけるまでのもの。また、スターン教授

の講演は、発生の過程で脳が生まれてくるメカニ

ズムを大局的にとらえながら、物質の組み合わせ

とタイミングで極めて多様な種類の細胞と、それ

から成る器官と、そして体とができていく過程に

思いをはせさせるもの。いずれも、特定分野に

留まらない、幅広い教養に裏打ちされた深い知性

を感じさせる講演となった。

　また、20 の講演も、遺伝子・分子のレベルから、

システムまで、いずれも、最先端の成果を示して

いた。1時間半おき程度に挟まれるブレークのたびに、

演者の周りには大きな、そしてそこかしこに数人

ずつのディスカッションの輪ができるなど、多様な

交流の場となり、第 1 回と銘打たれた今回のシン

ポジウムが、目指している世界的な拠点の形成の

着実な地歩の一つとなっていることが実感された。

　

若手研究者主体のポスターセッションは、青森県や京都府など遠方からの参加者もあり演題

数は 70。初日には、基調講演者が立ち寄ってディスカッションする光景も見られるなど、国や

立場や分野を超えた議論の場となった。投票に基づく 3 名の表彰者は、今後の研究に向けて

大いに励みになったことだろう。

【表彰者】

小林　穂高　（東北大・生命・福田研）　写真左

中島　敏        （東北大・医学・虫明研）　写真中央

相澤　祐一    （東北大・医学・福土研）　写真右

Poster session

2011.01.21 [fri]  18:00 - 19:45
会場：仙台市民会館　小ホール

参加人数 ： 約 300 名　

言語：日英同時通訳

program ：

17:30　開場

18:00　開会

18:05　基調講演  “Art  and  the Brain”

　　　  セミール・ゼキ（ロンドン大学教授・神経科学者）

18:45　休憩

19:00　対談  「脳科学と芸術」

　　　  宮島　達男（東北芸術工科大学副学長、現代美術家）

　　　  セミール・ゼキ（ロンドン大学教授・神経科学者）

　　　  モデレーター： 大隅　典子（東北大学大学院医学系研究科教授）

19:45　閉会

主催：東北大学脳科学グローバル COE

共催：仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム

後援：仙台市

協賛：仙台印刷工業団地協同組合インキュベーションマネジメント事業

協力：有限会社オガタ

　基調講演は国際シンポジウムにあわせて来日した

セミール・ゼキ博士。”Art and the Brain”を演題に、

多様な美術作品を例にとりながら、色の認知、

動きの認知をする脳の部位、線分の特定の傾きに

反応する神経細胞の話から、現代美術を見る脳の

働きまで話が及ぶ、壮大なもの。芸術を見る行為

が、作家、作品そして、それを受ける鑑賞者の

三者あって成り立つ、という話で 40 分の講演を

しめられた。

　舞台上の装飾デザインをお願いしたデザイナー

尾形欣一氏への宮島達男氏（現代美術家・東北

芸術工科大学副学長）による突然のインタビュー

が行われた休憩時間を挟んで、後半は、大隅典子・

拠点リーダーのモデレートによる、宮島達男ｘ

セミール・ゼキ対談。美術作品を見て美しいと

感じたときの脳の状態や、形を認知する脳につい

ての質問を繰り出す宮島氏。また、この対談が

企画される前から氏の作品は知っていた、という

ゼキ博士からは、作品に明確なコンセプトがある

のは何故か？との問いもあった。美術作品が完成

した瞬間を見逃さないために待たなければいけ

ないことがある、という宮島氏の発言にゼキ氏身

を乗り出すことも。本居宣長や、アインシュタイン、

ダンテ、タゴールへの言及まで飛び出す、知的で

スリリングな応酬に満ちた対話が創られていた。

尾形　欣一氏（左）へのインタビュー

対談の様子

セミール・ゼキ氏

宮島　達男氏 大隅　典子氏

クラウディオ・スターン教授による特別講演の様子

国際シンポジウムのために来仙したゼキ教授が追求してきた美と脳との関係は、脳科学グローバル COE でも各種イベントを通じて取り上げ

てきたもの。この機会を捉えて、デジタルカウンターを用いた作品で世界的に知られる現代美術家・宮島達男氏との対談を中心とした

イベントを企画したところ、仙台の真冬の平日の 18時開始という条件にも関わらず、300 名近くの方々が参加した。

脳科学と芸術との対話   Symposium Neuroscience and art in dialogue

第1回

東北大学脳科学

国際シンポジウム 2011
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The 3rd 列島全体が記録的な猛暑に見舞われた夏、脳神経科学を志す９カ国 40 人余りの

若手研究者が、仙台に集った。1 泊 2 日、ポスターの前でお互いの研究について

議論し合い、夜遅くまでの懇親を深める― 3 度目を迎えたサマーリトリートは、

今回も、脳神経科学の研究について、真摯に、そして、フランクに英語で議論

し合う、かけがえのない機会になった。

開催日：2010.07.31 [sat] - 08.01  [sun]

会場：東北大学生命科学プロジェクト総合研究棟

参加者：9カ国・約 40 名

プログラムには、3件の招待講演、4件の若手口頭発表、30件のポスター発表が並んだ。

　理化学研究所脳科学総合研究センターが

10 数年前から開いているサマースクール期間

の直後に開かれる脳神経科学サマーリトリート

in 仙台。開催が恒例化することで、世界各国

から来日する人々へも浸透してきたのか、年々、

参加希望者が増えてきている。今回、理研 BSI

サマースクールからの参加者は、12 名を

数えた。

　分子レベルから、システム研究まで、神経

科学の幅広い分野におよぶ 3 題の招待講演

はじめ、プログラムはいずれも英語。最近は、

各学会の年会の英語化が進んでいることから、

英語によるポスター発表そのものは珍しくなく

なってきている。しかしながら、若手研究者に

英語での口頭発表の機会が与えられることは

決して多くない。更に、このサマーリトリート

では、各招待講演、口頭セッションの座長も、

若手研究者が務めている。座長すら初めての

上に英語でなんて、と尻込みする向きもないで

はないが、失敗も許される場として経験を

積める機会が提供されているのだ。

　今回は、参加者の 4 分の１以上が外国人、

必然的に自然発生するディスカッションも全て

英語。参加者全員が平等に票をもって投票して

決める表彰の存在もまた、真剣にお互いの発表

を検討するきっかけとなった。

　グローバル COE の名にふさわしく、内実を

伴った国際的な研究交流の場として、サマー

リトリートが発展し、貴重な経験の場となって

きている。

Tohoku Neuroscience Global COE

BrainScience          　 ummer Retreat 
in corporation with RIKEN BSI  

吉原　良浩
理研 BSI　シナプス分子機構研究チーム・チームリーダー

“NEURAL CIRCUIT GENETICS OF ZEBRAFISH
 OLFACTORY SYSTEM.”

定方　哲史
理研 BSI　分子神経形成研究チーム・基礎科学特別研究員

“CAPS2 PROTEIN-MEDIATED REGULATION OF 
DENSE-CORE VESICLE SECRETION PATHWAY AND 
SUSCEPTIBILITY TO DEVELOPMENTAL DISORDERS.”

虫明　元
東北大学大学院医学系研究科教授

“DYNAMIC NEURONAL REPRESENTATION IN THE
 PREFRONTAL CORTEX.”

01. 会場の様子。参加した多くの研究者達が、熱心に受講していた。02. 口頭発表

では、活発な意見交換がなされた。03. 研究室見学風景。04. ポスター発表の様子。

若手研究者による口頭発表とポスター発表に対しては、それぞれ全員による投票と、招待講演者に
よる投票によって、得票上位者に表彰が行われた。

口頭発表表彰者　

恒川　雄二
東北大学大学院医学系研究科

ポスター発表表彰者

Bidisha Chattopadhyaya　
Research Center, CHU Ste. Justine, Université De 

Montréal, Montreal, QC, Canada

ポスター発表表彰者

濱田　典子
東北大学大学院生命科学研究科

ポスター発表表彰者

江川　遼
東北大学大学院生命科学研究科

Oral & Poster Presentation Prize

社会との接点

-3 招待講演 -
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研究成果 研究成果

大隅　典子　東北大学大学院医学系研究科教授

生体内でのニューロン新生の制御機構の一端を解明
ーEph/ephrin シグナルが海馬ニューロン新生と微小血管形成に関わるー

かつて大人になってからは増えないと信じられてきた脳の神経細胞（ニューロン）。拠点リーダー

の大隅典子教授のグループは成体マウスでのニューロン新生の仕組みを追ってきたが、今回、

Ephrin-A5 ( エフリン A5)*1 という分子の遺伝子を欠損すると、海馬歯状回におけるニューロン新生

が有意に低下していることを発見した。

　

福田　光則　東北大学大学院生命科学研究科教授

新しい美白アプローチ
ーメラノソームの輸送を阻害し、ケラチノサイトへのメラニンの移行・蓄積を抑えるー

　ニューロンは、ほ乳類の成体脳でも、脳室下帯や

海馬歯状回など一部の場所で活発に新生されている

ことが近年、明らかになってきている。特に海馬歯状

回でのニューロン新生は記憶や学習行動に関係して

いること、またニューロン新生の異常と行動異常に

相関があることが明らかとなっており、その制御機構

の解明が待たれている。

　大隅教授を中心とする研究グループは、細胞外膜分子

の一つである Ephrin-A5 に着目し、Ephrin-A5 遺伝子

を欠損した成体マウス（Ephrin-A5-/- マウス）の海馬

歯状回におけるニューロン新生を解析し、野生型マウス

と比較して有意にニューロン新生が低下していること

を見出した。

　最近の研究から、ニューロンの新生および維持には、

毛細血管やアストロサイトからなる微小環境が重要

であると考えられるようになっている。Ephrin-A5-/- 

マウスでは、海馬歯状回においてニューロン新生の

異常のほか毛細血管のサイズの低下が見られたこと

から、Ephrin-A5 は血管のサイズを調節することに

よってニューロン新生を制御していることが示唆され

ている。

　生体内においてニューロン新生がどのように制御

されているのかを明らかにすることは、さまざまな

精神神経疾患の分子基盤を考える上で極めて重要な

意義を持っており、今回明らかになった Ephrin-A5 の

機能は、ニューロン新生と毛細血管やアストロサイト

からなる微小環境との関係を考える上で一石を投じる

ものと考えられる。

　本研究成果は、米国科学誌 STEM CELLS のウェブ版

に先行公開された後、5 月号の表紙を飾った。

＊１ Ephrin-A5：細胞外膜分子の一つ。胎生期では軸索の伸長などに関わる。

論 文：Impaired Hippocampal Neurogenesis and Vascular Formation in 

Ephrin-A5-Deficient Mice. Stem Cells, 28, 5, p.974-983, 2010.

「Ephrin-A5欠損マウスでは海馬でのニューロン新生と血管形成が阻害される」

　肌における色素沈着（シミ）の形成は、紫外線や

メラノサイト活性化因子によりメラノサイトが刺激を

受け、メラニン色素が合成されることから始まる。

核周辺で産生されたメラニン色素はメラノソームと

呼ばれる小胞に蓄積され、細胞膜まで輸送されケラ

チノサイトに移行する。そして移行したメラニン色素

がケラチノサイトに蓄積されシミとなる。

　福田教授らの研究グループは、新たな美白へのアプ

ローチとして、この肌内部におけるメラニン色素の

輸送過程に着目して研究を続けてきた。今回、健康茶

などとしても用いられるサンペンズ「サンペンズ

エキス」に、メラノソームの輸送を阻害する効果を

発見した。メラノソームはメラノサイトの細胞膜へ

つなぎとめられた後に、ケラチノサイトへと受け渡さ

れるが、「サンペンズエキス」はメラノソームが細胞

膜へ結合するのに不可欠な複数の輸送関連タンパク質

の量を減少させることで、メラノソームの輸送を阻害

することが明らかとなった。そして実際に、ケラチノ

サイトへのメラニン色素の移行・蓄積が抑えられる

ことをつきとめることができた。

　この研究成果は、今後の美白製品への応用を行って

いく予定があるとして、株式会社コーセーからプレス

リリースされた。

＊１:サンペンズ（学名 Cassia mimosoides L. 別名 リュウキュウカワラケツメイ）

の 50%エタノール抽出液

株式会社コーセーのプレスリリース
http://www.kose.co.jp/jp/ja/ir/common_ir/pdf/news/20101215.pdf

福田　光則

Mistunori  Fukuda

Cell Biology

Press release
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Profile Profile大隅　典子　

Noriko Osumi

Developmental Neuroscience

1988年東京医科歯科大学大学院歯学研究科修了。歯学博士。1988年同大学歯学部助手、1996年国立精神・神経センター神経研究所室長を経て、 

1998 年より現職。2006 年より総長特別補佐。日本学術会議第 20 期、21 期会員。専門は発生生物学、分子神経科学。2005 年より科学技術

振興機構の戦略的創造研究（CREST）の代表者として「ニューロン新生の分子基盤と精神機能への影響の解明」に従事。著書に人体発生学（分担、

南山堂、2003年）、『脳の発生・発達̶神経発生学入門』（朝倉書店、2010年）、訳書に『心を生みだす遺伝子』（岩波現代文庫、2010年）、『エッ

センシャル発生生物学第２版』（羊土社、2007年）など。ナイスステップな研究者 in 2006を科学技術政策研究所より授与。

1996年東京大学大学院医学系研究科博士課程修了。医学博士。 1996年日本学術振興会特別研究員（PD）、1998年理化学研究所・脳科学総合研究センター

研究員、2002 年独立行政法人理化学研究所・福田独立主幹研究ユニットユニットリーダーを経て、2006 年より現職。専門は細胞生物学、神経科学。

神経細胞における小胞輸送（神経伝達物質の放出など）やメラニン色素の輸送の分子メカニズムの解明に従事。著書に『シナプトタグミンによる調節性

分泌の制御』（蛋白質核酸酵素、共立出版、2004 年）、『美白への新たなアプローチ―メラニン輸送をストップさせる―』（バイオニクス、オーム社、

2005 年）など。日本生化学会奨励賞（2004 年）、花王研究奨励賞（2006 年）、日本分子生物学会三菱化学奨励賞（2007 年 ) などを受賞。

培養メラノサイトの顕微鏡写真。左：無添加、右：培地にサンペンズエキスを添加。左側はメラノソームが樹状突起に分布するのに対し、右側の写真は、メラノソームが、細胞の中心にある核周辺へ集まっているのが見える。

写真提供：株式会社コーセー

神経伝達物質からシミ・ソバカスの原因物質まで、私達の体のいたるところで、膜を介した輸送

が行われている。拠点メンバーの福田光則教授は株式会社コーセーとの共同研究でメラニン色素

を内包する小胞（メラノソーム）の輸送を、「サンペンズエキス」*1 が阻害しケラチノサイトへの

メラニン色素の移行・蓄積を抑えることを見出した。

Ephrin-A5-/- マウスでは、新生ニューロンの維持に障害が起こる。A) 新生ニュー

ロンの維持における Ephrin-A5 の機能を調べるため、4 週齢（4-week）の野生

型及びEphrin-A5-/-マウスにBrdUを投与し、5（5-week）、6（6-week）、7（7-week）、

8 週齢（8-week）でサンプリングを行い、BrdU 陽性細胞の数を調べた。B,C）

野生型及び Ephrin-A5-/- マウスの両方で、BrdU 陽性細胞（緑）は週ごとに減少

したが、Ephrin-A5-/- マウスでは 3 週以降にも著しい減少が見られた。点線：

顆粒細胞層の外周。

東北大学脳科学グローバル COE から出される研究成果は、純粋な基礎研究から臨床研究まで幅広い。

2010 年に、拠点からプレスリリースされた 5本の論文の成果を取り上げる。
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山元　大輔　東北大学大学院生命科学研究科教授

雄にしかない筋肉をつくりだす　脳の中の仕組みを発見
ー脳からの信号の出し手の細胞の性が、受け手の細胞の性を決定していく？ー

雌雄で違う、生物の体のつくり。脳が生みだす行動の性差を長年追っている拠点メンバーの山元

大輔教授のグループは、雄にしかない筋肉をつくりだすニューロンを特定することに成功した。

そして、さらに、その筋肉が雄にしかない理由と、それが雄の腹部第５節 (A5) にしかできない

理由の一端にも迫った。

　ショウジョウバエの成虫の雄の腹部第５節 (A5)

に、ローレンス筋 *1 と呼ばれる雄にしかない筋肉が

ある。この筋肉ができるかどうかは、それを動かす

ことのできるニューロンの性が雄であること、

そのためにフルートレス（Fruitless）タンパク質 *2

の存在が必須であることがわかっていたが、肝心の

ニューロンそのものがどれかはこれまでわかってい

なかった。

　山元大輔教授らは北海道教育大学の木村賢一教授

との共同研究により、この筋肉を動かすことができ、

また、つくるのに必須な単一の運動ニューロンを

みつけ、その形成過程を明らかにすることに成功した。

　今回、fruitless が働かなくなった変異体の雄で

ローレンス筋がなくなっているところに、少数の

ニューロンにだけ fruitless+ を発現させ、ローレンス

筋形成が回復した時にどのニューロンに fruitless+

が発現していたかを特定する方法で、ローレンス筋

を作り出す単一運動ニューロン（Mind と命名）を

同定した。雄の腹部第５体節以外のところや雌では、

Mind ニューロンが発生の途中で細胞死によって失わ

れることもわかった。更に、Mind ニューロンから

の化学物質の放出を止めると、ローレンス筋の形成

が阻害されることから、筋肉の収縮の司令をする

物質以外に、ローレンス筋の雄特異的な形成を支配

している物質が放出されると推論される。

　今回解明された、ニューロンが化学的シグナルを

筋肉に送ってそれを “ 男性化 ” する、という体の性差

を生み出す機構が、ヒトなど他の生物にも寄与して

いるのかなど、今後の解明が待たれている。

＊１:イギリスの発生生物学者、ピーター・ローレンスが発見した雄に固有の筋肉

で、周囲の筋肉よりもひときわ大きく、付着している位置も他の筋肉とは異なって

いる。その機能は不明。

＊２: 脳神経系の雄化因子として働くタンパク質。

論 文：Neuronal synaptic outputs determine the sexual fate of postsynaptic 

targets. Current Biology, 20, 9, p. 836-840, 2010.「シナプス前ニューロンからの出力

がシナプス後細胞の性を決定する」

記者説明会の様子。

会場：東北大学片平キャンパス・生命科学プロジェクト総合研究棟にて（2011.02.04）

Press release

研究成果 研究成果

タッチがスイッチ、脳のエロスの源泉
ーショウジョウバエの雄が雌に触ると、雄特有の脳細胞が興奮して定型的な求愛行動を引き起こすー

ショウジョウバエの雄が、雌を求めて、片翅を振るわせる求愛行動。拠点メンバーの山元大輔教授の

グループは、雄が雌に触ると、雄だけにしかない脳細胞がフェロモンを感知して興奮し、その結果、

性行動の引き金を引くことを明らかにした。

Press release

Press release

Profile山元　大輔

Daisuke  Yamamoto

Behavior Genetics

1978 年東京農工大学大学院修士課程修了。1981 年理学博士（北海道大学）。1980 年より 1999 年まで三菱化学生命科学研究所研究員、

1981 年より 1983 年までノースウェスタン大学医学部博士研究員、1994 年より 2000 年まで、科学技術振興事業団山元行動進化プロ

ジェクト総括責任者。 1999 年早稲田大学人間科学部教授就任。同大学理工学部教授を経て、2005 年より現職。日本遺伝学会評議員。

専門は行動遺伝学。著書に『男と女はなぜ惹きあうのか』『心と遺伝子』（中央公論新社、2004 年、2006 年）、『浮気をしたい脳』（小学館、

2007 年）など多数。
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背中で固定され球を抱えた雄のショウジョウバエに雌の腹部を提示したところ

　ショウジョウバエの雄は、前脚で雌の腹部を触り、

脚の受容器でフェロモンを感知し、続いて片翅を振る

わせる求愛行動を行うが、相手がいなければ、この

求愛は決して行われない。そして雄は、fruitless*1 と

いう遺伝子の働きによって求愛の作法を知ることが、

これまでにわかっていた。

　高温で神経細胞に興奮を引き起こす分子を fruitless

が働いている細胞にだけ持たせることで、温度を上げる

だけで、雌なしで孤独な雄に求愛を始めさせることが

できる。この方法を用いて、人工的に興奮させる細胞

をだんだんと減らして行った結果、P1 細胞 *2 という

脳細胞が求愛を開始させる細胞であり、P2b 細胞 *3

という脳細胞がその情報を運動系に伝えることが明ら

かになった。

　また、雄の背中を針金の先に固定し、脚に球を抱か

せると、雄は地面を歩いているつもりになって球を回す

ようになる。この雄の前脚に雌の腹部で触れて刺激

すると、求愛を始める。この状態で脳細胞の活動を

観測する手法を開発し、その興奮を蛍光の変化で可視

化するカメレオン *4 という分子を利用して調べた

結果、雄が前脚で雌を触るやいなや、P1 細胞が興奮

することがわかった。フェロモン情報が行動司令細胞

の P1 細胞に送られ、雄の性行動の引き金を引くことが

明らかになった。

　本研究成果は、米国の科学誌Neuron に掲載された。

*1: fruitless

フルートレス。ショウジョウバエの遺伝子で、山元らにより、雄が同性愛

行動をとる変異体サトリからその変異原因遺伝子として 1996 年にクローニング

された。この遺伝子の働きで作り出されるフルートレスタンパク質は雄になる

予定の個体だけが持ち、脳神経系を雄型に発達させる遺伝子のスイッチを入れる

機能を持つ。

*2: P1 細胞

性決定の二つのスイッチ遺伝子、フルートレスとダブルセックス (doublesex) の

働きにより雄の脳にだけ作りだされる 20 個のニューロンの集団で、左右に一対

ある。遺伝子操作によって雌の脳の少なくとも左右どちらかに雄特異的 P1 細胞

群をつくりだすと、その雌は雄の性行動を示すようになるという山元グループの

発見によって 2008 年に同定された。

*3 :  P2b 細胞

フルートレス遺伝子が発現している介在ニューロンで、運動を制御している腹髄

（ヒトの脊髄に当たる）に向かって長い軸索を伸ばしている。

*4 :  カメレオン (Yellow Cameleon)

Ca2+ イオン濃度に応じて蛍光色が変化するタンパク質。

論文：Female Contact Activates Male-specific Interneurons that Trigger Stereotypic

Courtship Behavior in Drosophila. Neuron, in press.

「ショウジョウバエの定型的な求愛行動を引き起こす雄特異的な介在ニューロン
は雌との接触で活性化する」

　

左：ローレンス筋上のMind ニューロンの末端。右：MARCM法によって染め出された神経節内のMind ニューロン細胞体と樹状突起。



八尾　寛　東北大学大学院生命科学研究科教授

緑色光で脳神経細胞を目覚めさせる技術の開発
―光による脳情報入力システムの実用化へ向けて―

脳の研究に、どんな時にどこが働いたかについての研究は数多いが、外から働きかけて、脳の特定

の細胞を働かせる、といった研究は多くはない。拠点メンバーの八尾寛教授と虫明元教授らの

グループは、緑色の光によって、脳の細胞に働きかける新しい方法を開発した。

　光感受性イオンチャネル（チャネルロドプシン：

ChR）*1 を脳のニューロン（神経細胞）に発現させる

ことにより、ニューロンを光で操作する、オプトジェ

ネティクスという技術が注目を集めている。これまでの

方法は、青色光にのみ応答する野生型の ChR2 が主に

用いられてきたが、青色光は組織中の神経細胞に光が

到達しにくいという欠点があった。一方、ChR1 は、

より組織を透過しやすい緑色光に対する感受性が

高い、脱感作しにくい、応答速度が大きいなどの優れ

た点があるものの、光に対する応答（光電流応答）が

小さいという欠点が指摘されてきた。

　八尾寛教授らは、緑藻類の ChR の構造－機能連関

を解明し、緑色光に対して高い感受性を持ち光電効率の

高い改変型チャネルロドプシン、チャネルロドプシン・

グリーンレシーバー（ChRGR）を世界に先駆けて作り

出すことに成功した。遺伝子工学的に、ChRGR をマウス

大脳皮質運動野の神経細胞に組み込み、正弦波状に

振動する緑色 LED 光を周波数が連続的に変調するよう

に照射したところ、神経細胞が 3-10 Hz の光振動に

同調して活動した。さらに麻酔下の動物の大脳皮質

運動野に同様の光振動を与えたところ、大脳皮質の

ネットワークが高い活動レベルに状態遷移することを

見出した。ChRGR と緑色 LED の時空間パターン光入力

の組み合わせにより、従来の電気刺激に代わる脳を直接

駆動する新しい技術になると期待される（オプト・

カレントクランプ法）。

　この研究成果は、米国のオンライン学術誌 Public 

Library of Science (PLoS) ONE に掲載された。

＊１:チャネルロドプシン

単細胞緑藻類の一種クラミドモナスにおいて、走光性や光驚動性に関与している

分子として最初に報告された。７回膜貫通へリックス構造を有する古細菌型ロド

プシンファミリータンパク質に、ビタミン A 誘導体のレチナールが結合した構造

を有している。類似の構造を持つ光受容タンパク質が自然界に広く存在している。

論 文：Opto-current-clamp Actuation of Cortical Neurons using a Strategically Designed

Channelrhodopsin. PLoS One 5(9): e12893. doi:10.1371/journal.pone.0012893.

「戦略的にデザインされたチャネルロドプシンを用いた大脳皮質ニューロンの

オプト・カレントクランプ駆動」

研究成果

Press release

Profile

1981 年京都大学大学院医学研究科修了。医学博士。1981 年同大学医学部助手、1985 年米国ワシントン大学マグドネル奨学研究員、

1993 年京都大学講師を経て、1995 年より東北大学医学部教授。2001 年より同大学生命科学研究科に配置換。専門は生理学、神経科学。

1999 年より科学技術振興機構の戦略的創造研究（CREST）の代表者として「学習・記憶のシナプス前性メカニズムの解明」に従事。

著書に『新パッチクランプ実験技術法』（共著、吉岡書店、2001 年）、訳書に『ギャノング生理学　原書 22 版』（丸善、2006 年）など。
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左：A. チャネルロドプシン・グリーンレシーバー (ChRGR) のデザイン。第１から

第５膜貫通へリックスが ChR1、第６膜貫通へリックスが ChR2、第７膜貫通へ

リックスの前半が ChR1、残り C- 末までが ChR2 に由来する。青色光 (460 nm) の

光電流応答と緑色光 (520 nm) の光電流応答がほぼ等しい。ChRGR の作用スペク

トルは ChR1 とほぼ同じで、ChR2 に比べ赤方偏移している。B. ChRGR を発現

した L5 錐体細胞が Venus の蛍光で確認できる。　

右：緑色 lED により作製した RSSL により誘発される LFP 応答（黒）および EMG

応答（赤）。A: ChRGR 導入皮質への RSSL 照射。B: RSSL により誘発される LFP

応答の連続ウェーブレット解析。C: RSSL により誘発される EMG 応答の連続ウェーブ

レット解析。

八尾　寛　

Hiromu  Yawo 

Neuron Network

Press release

病因の究明を治療薬の開発につなげる

―トランスレーショナルリサーチの挑戦

　青木教授が率いる東北大学の神経内科は、

筋萎縮性側索硬化症 (ALS)、多発性硬化症、パー

キンソン病を、取り組むべき3つの柱とかかげる。

いずれも病態の解明も治療法の開発も道半ばの

難病だが、「難しいところを切り拓いていくため

に、この大学がある」と語る。中でも ALS は、

青木教授が大学院生だった頃から、20年にわたっ

て向き合ってきた。病因遺伝子の解明から、トラ

ンスジェニックラットによるモデル動物の開発

に進み、肝細胞増殖因子 (HGF) に効果がある

ことを見いだし、治療薬候補としてヒトへの

治験の直前までこぎつけている。着実な基礎

研究から臨床に至るトランスレーショナル

リサーチを、アカデミア主体でやり通すことに、

情熱を燃やす。治療薬の治験が始まっても、

罹患者の現実の病気が治るまでの道のりは更に

遠い。「治るまで頑張るしかない」と前を見据え

る。東北大学の環境は、グローバル COE や創生

応用医学研究センターなど縦割りを排した柔軟

な組織の設置や、設備の充実など、世界トップ

レベルの研究を目指す基盤が整っている、と

見る。高いレベルでの研究を目指す大学院生

などが積極的に参画することで、見据える

遠い道のりのゴールへの歩みは、加速していく

だろう。

 Masashi Aoki

青木　正志

Masashi Aoki

東北大学大学院医学系研究科教授。1990 年東北大学医学部医学科卒業、医学博士。

東北大学医学部附属病院神経内科医員、米国ハーバード大学医学部マサチュー

セッツ総合病院神経内科研究員・教官、東北大学医学部神経内科助手・講師など

を経て、2011 年 2 月から現職。医学系研究科附属創生応用医学研究センターに

も所属。専門は、神経内科、特に筋萎縮性側索硬化症を中心とする難治性神経疾患。

平成 21 年度東北大学医学部奨学賞 ( 金賞 )、坂田賞、2009 年度日本神経治療学会

賞などを受賞。

新拠点メンバー　青木　正志　

2010 年 4 月から、脳科学グローバル COE は、青木正志 医学系研究科教授を新しい拠点メンバーに迎えた。これまでも、前メンバーの

糸山泰人 現 国立精神・神経医療研究センター病院長の教室に所属して、本 GCOE の多様な企画に参画してきたが、今後は事業を推進

する立場で運営に携わる。

スーパー特区（中枢神経の再生医療のための先端医療

開発特区：代表　岡野栄之）指定をはじめとする、

多くの国からの支援を継続的に受けられてきたなど、

好運や環境にも恵まれたというが、治療の賞が治療薬

の開発の段階で授与されるのは異例のこと。ALS 治療

の臨床研究の進展が、大きな期待と注目を受けている

証左だ。

2009 年度 日本神経治療学会賞の受賞

　青木正志教授は、筋萎縮性側索硬化症の病態の解明

と新規治療法の開発の業績に対して、2009 年度日本

神経治療学会賞を授与された。運動ニューロンだけが

脱落していく病気 ALS は、患者のあらゆる感覚も意識

も奪うことなく、動くことだけができなくなっていく

過酷なものだ。大学院生として ALS の研究を始めた

当時、ALS については、治療法が全くないばかりか、

病態の解明も進まず、絶望的な雰囲気が漂っていたと

いう。長年の研究で現在では、動物実験では ALS が

発症してからの投与でも病態の進行を遅らせる効果

があることが確認されている HGF の臨床治験（フェー

ズ I）届け出目前の段階にある（2011 年 1 月現在）。
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01. ディスカッションの様子。たくさんの質問が寄せられ、

その一部を紹介（左：大隅典子氏、中央：鈴木芳雄氏、

右：川畑秀明氏）。02, 03 若手研究者による展示デモンスト

レーションの様子。04. 会場の様子。立ち見が出るほどの

盛況ぶりだった。

05.  生命科学研究科教授・八尾　寛氏。06. 大阪大学大学院

情報科学研究科 准教授・清水　正宏氏。07. クラミドモナス

の顕微鏡による観察体験。 08 会場の様子。 09. 若手研究者

による展示解説が行われた。

会場となった、せんだいメディアテーク

脳カフェ
Tohoku Neuroscience Global COE　Brain Cafe

魅力的なゲストで、普段は科学に関心を向けない人々の興味を惹き、最先端の研究を紹介する講演で、

繰り返し足を運ぶリピーターも飽きさせず、若手研究者主体の展示は、体験と密なディスカッション

の場を提供する。開催 6 回を数えた脳カフェは、脳神経科学が市民と共に歩むための場に育って

きている―。

第 5回脳カフェ　杜の都で脳を語る

- 脳はなぜ、美に魅せられるのか -　　

　「脳はなぜ、美に魅せられるのか」、これまでにない

抽象的なテーマ設定だが、俊英の心理学者と、著名誌

のエディターという異色のゲストの魅力もあり、開始

1 時間前から、開場を待つ人々の列ができるほどの

盛況となった。

　心理学者である川畑氏が取り組むのは、絵画を提示

した際の反応を脳画像技術で調べるなど、実験的な

手法をもとに、脳が感じる美を解明しようと挑む

「神経美学」。人間の生活に直接的な役に立たないよう

な美が、脳の根源的なところと結びついていることが

浮かび上がるような講演。大量の現代美術の作品紹介

を交えた鈴木氏の講演は、美術作品を雑誌の誌面に

載せる編集行為の中での氏が考えたことが中心に語ら

れる。大きさや存在感などで鑑賞者の意識を揺さぶる

現代美術を、最先端の脳科学がどう扱うのかという

問題提起も頂いた。詰めかけた参加者からの多くの

質問もディスカッションで取り上げら、会場全体で

「脳と美」に迫る一日となった。

　

2010.07.03 [sat]  14:00 - 17:00
会　場：せんだいメディアテーク 1F オープン

スクエア

参加人数 ： 約 300 名　

program ：

14:00　開会

14:05　講演 1

「脳からわかるアート、アートから分かる脳」

川畑　秀明
（慶応義塾大学文学部准教授）

14:35　Q&A

14:50　休憩・展示案内

15:00　講演 2

「鑑賞する脳、編集する脳」

鈴木　芳雄
（ブルータス編集部エディトリアルコーディネーター）

15:30　Q&A

15:40　ディスカッション

16:25　閉会

コーディネーター：大隅　典子
（東北大学大学院医学系研究科教授）

主催：東北大学脳科学グローバル COE　

協賛：財団法人しんゆう会
※本企画は、世界脳週間 2010 の一環として開催されました。
　

2010.12.04 [sat]  14:00 - 17:00
会場：せんだいメディアテーク 1F オープン

スクエア

参加人数 ： 約 180 名　

program ：

14:00　開会

14:05　講演 1

「光で脳と対話する」

八尾　寛（東北大学大学院生命科学研究科教授）

15:30　休憩

15:45　講演 2

「光がつなぐ生体とロボット」

清水　正宏（大阪大学大学院情報科学研究科准教授）

16:25　閉会

主催：東北大学脳科学グローバル COE、

東北大学サイエンスカフェ　

協賛：財団法人しんゆう会

東北大学脳科学グローバル COE、東北大学サイエンスカフェ共同開催

第 6回脳カフェ　杜の都で脳を語る

- 光で脳と対話する -　

　25 回目を迎えた SENDAI 光のページェントの幕開け

翌日に開かれた脳カフェのテーマも、「光」。第 66 回

の東北大学サイエンスカフェと共同で開催された。

　拠点メンバーの八尾氏からは、クラミドモナスという

小さな生き物が持つチャネルロドプシンというタン

パク質を使って、脳の働きを光でコントロールできる

ようにしていこうという、現在進行中の研究の

ホットな話。また、前年度まで拠点の石黒研究室に

所属していた大阪大学の清水氏からは、従来の

ロボット観を覆す、鉄などの硬い素材ではなく生体

物質など「やわらかい」ロボットを、光を利用して

制御することを目指して進められている研究の話。

どちらの講演に対しても時間内で紹介しきれないほど

多くの質問が寄せられ、光で脳を制御することによる

病気の治療への可能性などが議論された。会場には、

オリンパス株式会社協賛により顕微鏡で実物のクラミ

ドモナスの観察ができる展示も行われ、人気を集めて

いた。
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社会との接点

06

07

せんだいメディアテークの３Ｆにある仙台市民図書館。脳カフェは、2009 年 7 月の第 3 回以来、毎回、協力関係を築いている。開催日を挟む、2 週間程度、図書館に特別書架を設置して、脳神経科学や

ゲストと関係する本を紹介する試みだ。脳カフェにとってはイベントの告知に、市民図書館にとっては利用者の拡大と書庫本の活用に、来場者にとっては更なる興味を満たす機会に、と活かされている。

図書館の担当者によると、関連本コーナーは、並べたそばから借りられていく、ということだ。

Books



01. 展示会場風景。 02.  ブース出展の様子。多くの参加者が、興味深く展示を見学していた。

会場となった神戸国際展示場

01  スクール初日に開催されたセミナー風景。02  頭骨をモチーフに、熱心な指導が

行われた。  03  宮城県知事公館で開催された交流イベント” Art Meets Science” の様子。

01. 東北大学包括的脳科学研究・教育推進センター センター長・丹治順氏による講演

の様子。 02. 会場風景。多くの市民の方々が参加した。

Science Illustration

2010.08.19 [thu]  - 21[sat] 
会　場：東北大学医学部 4号館 6F

受講者数：24 名

program ：

■8.19 [thu]

13:00 　         オリエンテーション

13:30-18:20   導入講義／素材選定／ライティング／

　　　　　　描画実習

18:30 -             Mixing party（実習参加者の親睦会）

■8.20 [fri]

  9:00 -12:10   描画実習

13:30 -16:40   評価／デジタルメディア講義／

　　　　　　Photoshop、 Illustrator による制作

18:30 -             Art Meets Science

　　　　　　<会場：宮城県知事公館>

■8.21 [sat]

9:00-12:10      発表／ Photoshop、Illustrator 

　　　　　　による制作／制作講義

13:30-16:40   デザイン講義／デザイン制作／

　　　　　　発表／最終評価

主催： 東北大学大学院医学系研究科　

共 催： University of Toronto・Biomedical 

Communications、 Johns Hopkins University・

Art as applied to Medicine（展示）Tane+1.LLC、

仙台ビジュアルアート×サイエンス パートナー

シップ

後援： 東北大学脳科学グローバル COE　

協力： アドビシステムズ株式会社

　2010 年 9 月 2 日（木）-  4 日（土） に神戸コンベン

ションセンターで開催された Neuro2010【第 33 回日本

神経科学大会・第 53 回日本神経科学会大会・第 20 回

日本神経回路学会大会】において、東北大学脳科学グロー

バル COE は、アカデミア展示を出展した。

　支倉フェローシップをはじめとする若手研究者への

諸支援制度や、若手フォーラムなどの多様な活動内容を

ポスターとビデオで紹介すると共に、Annual Report など

の配布を行った。アジア各国の若手研究者へのトラベル

グラント制度の影響か、外国人参加者も多くブースに

立ち寄っていた。

　2010 年 1 月に設立された東北大学包括的脳科学研究・

教育推進センターの、一般向けの公開講演会が開かれた。

このセンターは、東北大学で脳科学を研究する研究者を

包括的に含む組織で、脳科学グローバル COE の研究者の

全てが参加している。シンポジウムでも、拠点メンバー

3 名の講演が組まれた。山元大輔教授は、“脳の性差”、

曽良一郎教授は “覚せい剤の脳への影響”、大隅典子教授

は “脳のつくられ方” と、社会的な興味をそそるテーマ

をそれぞれ掲げた講演を行った。

　脳科学グローバル COE は、学内の多様な組織とも連携・

協力を深めながら、脳神経科学の社会への還流への責任

を果たしていく。

神経科学における神経細胞、生命科学全般でのタンパク質やDNAなどが良い例だが、写真ではなかなか伝えきれないものは、研究現場には数多い。

それらを、図示して伝える技術がサイエンスイラストレーション。北米では専門の大学院課程が存在するなど確立した分野だが、日本には専門家は

少なく、養成コースもない。脳科学グローバル COE は、日本初のサイエンスイラストレーションのサマースクールの開催に協力した。

2010.11.27  [sat]  13:30 - 17:10
会場：東北大学生命科学プロジェクト総合
研究棟大講義室
参加人数 ： 約 80 名　
共催：東北大学包括的脳科学研究・教育推進
センター包括型脳科学研究推進支援ネット
ワーク、東北大学脳科学グローバルＣＯＥ
　

program ：

13:30 -   「脳の高次機能を理解する 」
丹治　順
（東北大学包括的脳科学研究・教育推進センター センター長）

14:20 -   「脳の性差を決める遺伝子 」 
山元　大輔
（東北大学大学院生命科学研究科教授）

15:30 -   「脳をむしばむ覚せい剤 」　
曽良　一郎
（東北大学大学院医学系研究科教授）

16:20 -    「脳が生まれ、育っていく仕組み 」
大隅　典子
（東北大学大学院医学系研究科教授）

司会：筒井　健一郎
（東北大学大学院生命科学研究科准教授）

社会との接点

第 33 回 日本神経科学大会　アカデミア展示会

東北大学脳科学センター公開講演会

脳を科学する－脳の分子から精神現象の理解まで

/ 19-21
/ 25-27
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02

01
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Summer School

　2010 年 8 月 19－21 日の 3 日間、東北大学医学部キャン

パスにてサイエンスイラストレーションサマースクール

in Sendai 2010 が開催された。カナダ・トロント大から

D.Mazierski 准教授を講師に迎え、手書きドローイング

から画像ソフトでの処理までの制作実習が行われた。

　日本初の試みに対して、定員の 3 倍の応募数で選考を

経て全国から参加した参加者からは「大変有意義だった

上に楽しかった。是非また開催してほしい。」という

声が多数あがっていた。　期間中、北米でのサイエンス

イラストレーション教育の現状を伝えるセミナーや、

アメリカ・ジョンズホプキンス大やカナダ・トロント大

の専門家による作品展示が行われたり、宮城県知事公館

で” Art Meets Science” と題された、日本の関係分野の

専門家によるトークイベントも開かれるなど、関連行事

も充実した催しとなった。

カガクをエガく―サイエンスイラストレーション作品展

11 月には、仙台・卸町のインキュベーション施設 TRUNK を会場に、上記のサマースクールの受講生作品の

展示や、講師・企画者によるトークを交えたイベントが開催された。デザインやアートに対して積極的に支援

する仙台の街の特色ともマッチした取り組みの発展が期待される。

01.TRUNK 正面入り口に、アイキャッチとなるポスターが展示された。デザインは、TRUNK・松井健太郎氏によるもの。

02. オープニングトークセッション風景。30 名近くの方々の参加があった。 03. 展示の様子。

02 03
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2010.11.25 [thu]  - 27[sat] 
■オープニングトークセッション　

サイエンスイラストレーションの世界へ

―Art Meets Science vol.2―

開催日：11. 25 [thu]  18:30-20:30 
演者：奈良島　知行
　　　　(Tane+1. LLC 代表）

　　　長神　風二
　　　　(東北大学脳科学GCOE特任准教授）

　　　佐藤　 美帆
　　　　(東北大学大学院医学系研究科助手）

　　　鶴巻　風
　　　　( ジュエリーデザイナー）

　
■カガクをエガく
―サイエンスイラストレーション作品展―
開催日：11.25 [thu] 17:00-20:30
　　　　11.26 [fri]    17:00-19:00
　　　　11.27 [sat]  11:00-15:00

会場：TRUNK　 Creative Office Sharing



Shinya Nakamura
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システム脳科学の研究から、

医療機器メーカーへ 

金澤　伸江

―脳科学グローバル COE との関わりは？

　博士後期課程の 2 年次から修了まで、RA と

して関わりました。若手フォーラムや脳カフェの

運営スタッフとして活動させていただきました。

―参加して良かったことは？

　グローバル COE 内での同年代の友人が増え、

意見を交換や共通の悩みについての相談する機会

を得られた事ですかね。年数を経るごと GCOE

での「動き方」が分かってきて、自身の興味の

ある fMRI の勉強会など企画しました。GCOE

内外で fMRI 研究者同士の交流の場を与えて頂き

ました。

―参加したことで今の職に生きていることは？

　幸か不幸か研究内容と関係のない医療機器

メーカー、わけても医療 IT の営業部門では研究

成果を直接活かすことはできませんが、大小様々

な経験が生きています。

　大きなところだと先に上げたような「企画力」

や「交流力」でしょうか。GCOE では大小様々な

発表（プレゼン）の機会がありますし、それに

伴い人脈という人的資源も増えていきました。

細かいところだと、営業企画セクションにいる

ので会社主催の企業セミナーにスタッフとして、

後日関係各所に配布するための動画・写真撮影

や編集をしているのですが、当たり前のように

これらの仕事をこなしていると、周囲が驚き

ます ( 笑 )。

　GCOE を振り返ってみると、非常に恵まれた

環境であったことに気付かされます。取り組み

たい課題があれば、企画書を出して、予算獲得し、

研究に打ち込める貴重な時期でした。社会人で

はここまで制約なく、打ち込むことは難しいと

思います。だので後身にはぜひ悔いのない研究

成果を出してもらいたいですね。

　GCOE は鍛錬の場だと思います。自由に動き、

自在に考え、大きな成果を残してください。

国内の研究機関の研究員として

花木　りさ

―脳科学グローバル COE との関わりは？

　博士課程 1 年時の 9 月から博士課程修了時まで

脳科学 GCOE のリサーアシスタントとして GCOE

プログラムに携わらせていただきました。また、

その間に特別研究所奨励費を頂き、研究を行なう

ことができました。若手フォーラムや脳カフェ

などのイベントにも参加しました。2010 年には、

台湾で行なわれたワークショップにも参加し、

研究発表の機会を得ることもできました。

―参加して良かったことは？

　グローバル COE に参加して良かったと感じる

ことは、脳カフェなどのイベントへの参加など

多くのことを経験できたこと、そして人脈を広げ

られたことです。短い期間でしたが、コアメンバー

として参加したことやイベントのスタッフとして

の経験は、研究発表者の立場だけではなく企画側

の視点に立って参加する機会となりました。また、

グローバル COE に参加して親交を深めた他分野の

方との交流は卒業後も続いています。グローバル

COE への参加は、多くのことを経験しただけで

なく、そこで得られた人のつながりを実感して

います。

―現在の研究と、今後の抱負について簡単に

お聞かせ下さい。

　現在は、国立障害者リハビリテーションセンター

研究所の発達障害情報センターで流動研究員とし

て、アスペルガー症候群の記憶について研究を

しています。在学中の研究テーマとしてきた認知

症と対象は大きく異なりますが、博士課程で検討

した記憶の課題を用いて、アスペルガー症候群の

方の障害との関係性について研究を続けたい

と考えています。グローバル COE で多くのことを

得たように、現在の環境でも一つ一つの経験を

大切にし、一歩ずつ進んでいきたいと思います。

金澤　伸江　( かなざわ　のぶえ )

2004 年に東北大学大学院医学系研究科修士課程 (2 期生 ) として、生体システム

生理学 ( 虫明研 ) に所属、2010 年同研究室にて博士課程修了。研究テーマはヒトの

認知機能：数的処理、ジャンケンによるルール処理の神経機構に取り組んでいる。

花木　りさ　( はなき　りさ )

2005 年、東北大学大学院（修士課程）に入学し、2010 年に博士課程を修了。在学中

は高次機能障害学教室に在籍し、主に認知症を対象とした研究。修士課程では、

軽度認知障害における日常生活活動の障害と認知症への移行の関係について研究を

行い、博士課程ではアルツハイマー病における文脈記憶に関する研究を行なった。

2010 年の 4 月より国立障害者リハビリテーションセンター研究所で流動研究員

として就職している。

アメリカに留学して博士研究員として

中村　晋也

―脳科学グローバル COE との関わりは？

　博士後期課程の 2 年次途中から修了まで、

1 年半 RA として、修了後、助教として 1 年間

関わりました。数々のイベントに関わると共に、

特別研究奨励費も受給して研究しました。支倉

フェローシップを利用して、国際学会にも参加

しています。

―参加して良かったことは？

　印象に残っているのは、若手フォーラムです。

私が担当した時は、外部講師を呼んでセミナー

を行いました。この会を開催するにあたって、

講師の招聘や会の進行など、これまであまり

体験したことのなかったことを経験することが

できました。これらのことは、実際の研究活動

とはあまり関係がないかもしれませんが、今後

学会等でシンポジウムに呼ばれることがあるか

もしれませんし、逆に企画する立場になるかも

しれません。私は、研究者にとって、自分たち

の研究を発表することは最も重要な活動の一つ

であると考えています。そういう意味でも、

これらの活動はとても有意義なものであったと

考えています。

―現在の研究と、今後の抱負について簡単に

お聞かせ下さい。

　現在は、海馬台神経細胞の機能的役割を調べる

ために、これまでと同様に、覚醒下行動ラット

を用いて、単一神経細胞活動計測や神経活動の

阻害実験を行っています。また、麻薬（コカイ

ン等）がこれらの活動に及ぼす影響についても

調べる予定で、新たな技術を習得しています。

渡米してからは、言語の壁に悩まされる毎日です。

議論をする機会が多いのですが、なかなか自分の

思うことをうまく伝えることができていません。

こういった議論や会話をもっと楽しめるように、

精進していこうと思っています。

中村　晋也　( なかむら　しんや )

2004年 4月東北大学生命科学研究科博士前期課程に進学（脳情報処理分野（飯島敏夫教授））。博士後期課程2年時よりRAとして脳科学グローバルCOE に参加。

2009 年 3 月に博士号を取得し、4 月から 1 年間、GCOE 助教として脳情報処理分野に配属後、渡米（コロラド大学）。当時の研究テーマは、「ラットひげ

感覚情報処理における並列神経経路の機能解析」。

スタートして丸 3 年半が経過した

東北大学脳科学グローバル COE。博士

課程の大学院生として過ごした期間の

ほとんどを、このプロジェクトの一員

として過ごした、という人もいる。

どんな人材が輩出されたのだろうか？

脳科学グローバルCOEを巣立った人材

Almuni

Interview with 

　  　Shinya Nakamura

　  　Nobue Kanazawa

　  　Risa Hanaki

Nobue Kanazawa

Risa Hanaki

× －＋ × －＋

× －＋

× －＋
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若手フォーラム開催一覧（2010 年 1 - 12 月末現在）

01.第22回若手フォーラム・ポスター発表の様子。02,03.第25回若手フォーラムの様子。若手研究者同士の活発なディスカッションが行われた。
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若手研究者在籍数（2010 年 12 月末現在）

医学系研究科

生命科学研究科

計

特任准教授

1

0

1

助　教

7

5

12

助　手

3

1

4

COE フェロー

3

2

5

リサーチアシスタント

31

14

45

合　計

45

22

67

第 22 回

第 23 回

第 24 回

第 25 回

第 26 回

第 27 回

第 28 回

第 29 回

第 30 回

第 31 回

日　程 演　者 演者所属 タイトル

01. 27 [wed]
 

03. 11 [thu]

04. 27 [tue]

 

05. 28 [fri]

 
06. 25 [fri]

 
08. 27 [fri]

 
09. 24 [fri]

10.29 [fri]

11.26 [fri]

12.22 [wed]
 
  

郭　楠楠

大原　慎也

笠原　好之

谷本　早希

佐藤　拓

江川　遼

原田　英斉

馬場　徹

清水　正宏

奥山　澄人

山田　宗和 

斎藤　真

宮坂　恒太

番匠　俊博

宮澤　志保

濱田　典子

横瀬　淳

Lei Wen 

Zhigang Ji 

森　靖典

鈴木　歩

酒寄　信幸

吉崎　嘉一　

大林　典彦　

笠原　好之

　
黒柳　秀人

　
今野　歩
　

齋藤　真

定方　哲史

小泉　惠太

郭　楠楠

川内　健史

今井　猛　

平岡　宏太良

佐藤　耕世

中島　敏 

柿崎　真沙子

高橋　将文

森　靖典

石井　宏憲

佐藤　耕世

医学系研究科　大隅研究室

生命科学研究科　飯島研究室

医学系研究科　曽良研究室

医学系研究科　八尾研究室

医学系研究科　曽良研究室 

生命科学研究科　八尾研究室

生命科学研究科　仲村研究室

医学系研究科　糸山研究室

工学研究科　石黒研究室 

医学系研究科　虫明研究室

生命科学研究科　飯島研究室

医学系研究科　森研究室

加齢医学研究所　小椋研究室
　　
生命科学研究科　仲村研究室

医学系研究科　曽良研究室

生命科学研究科　山元研究室

 

生命科学研究科　八尾研究室

生命科学研究科　八尾研究室

生命科学研究科　八尾研究室

生命科学研究科　福田研究室

生命科学研究科　仲村研究室

医学系研究科　大隅研究室

医学系研究科　大隅研究室

生命科学研究科　福田研究室

医学系研究科　曽良研究室

東京医科歯科大学大学院疾患生命科学研究部　准教授、
科学技術振興機構・さきがけ（兼任）

生命科学研究科　八尾研究室

医学系研究科　森研究室

理化学研究所脳科学総合研究センター疾患メカニズム
コア　分子神経形成研究チーム　基礎特別研究員

金沢大学　子どものこころ発達研究センター基礎研究
部門相互認識機能 / 連合小児発達科学研究科金沢校
こころの相互認知科学講座 専任准教授

医学系研究科　大隅研究室

慶應義塾大学医学部 解剖学教室 講師（JST さきがけ）

理研CDB感覚神経回路形成研究チームチームリーダー
 （JST さきがけ）　　

東北大学サイクロトロン・RI センターサイクロトロン
核医学研究室　

生命科学研究科　山元研究室

医学系研究科　虫明研究室

医学系研究科　公衆衛生学分野

医学系研究科　大隅研究室

生命科学研究科　福田研究室

生命科学研究科　飯島研究室

生命科学研究科　山元研究室
　
　

統合失調症の陽性症状の促進要因 : 認知機能障害からの検討

シナプス前終末における小胞プールダイナミクス可塑性の研究

ニワトリ胚中脳後脳領域形成における Fgf シグナルの in vivo ライブイメージング

パーキンソン病患者における嗅覚障害の神経基盤の検討

高機能の伸展細胞培養装置の開発研究

Oral /Numerical tool-use by monkeys.

Oral / Neural Correlates of Category-Based Behavior Control in the Prefrontal Cortex.

Poster / Neuropsychiatric Profiles of Idiopathic Pressure Hydrocephalus.

Poster / Heartbeat regulates Cardiogenesis by suppressing Retionic acid signaling via expression of micro RNA.

Poster / MicroRNA-21 expression triggered by Heartbeat contributes to Zebrafish cardiac valve formation.

Poster / Does Happy Face capture Attention? : Happy Face Superiority in Attentional Blink.

Poster / Btk29A-dependent Tyrosine Phospholyration of Armadillo/β-catenin is essentialfor Soma-to-germ 
signaling in Drosophila Oogenesis.

Poster/ Tracking the Fate of a Newly generated Cell and Lineage construction in Organotypic hippocampal 
slice culture.

Poster / Opto-current-clamp Enhancement of Corticomotor activities using an Optimized Channelrhodopsin.

Poster / Characterization of DRG neuron Subpopulation selectively expressing ChR2 in Thy-1.2 transgenic Rat.

Poster / JNK phospholyrates Synaptotagmin-4 and enhances Ca2+-evoked Release.

Poster / Analysis of Translocation of FGF8 to the Nuclei.

Poster / The effects of Arachidonic acid and Docosahexaenoic acid on Neural stem/progenitor cells.

生体における選択的スプライシングの可視化と制御機構の解析

第 2 回キャリアパスセミナー　キャリアパスとしての分野変更―研究内容を交えながらの事例紹介―

第 3 回キャリパスセミナー

CAPS2 による有芯小胞分泌と自閉症

ハエからヒトへ：ヒト精神発達障害の遺伝子研究

第 4 回キャリアパスセミナー

In vivo 細胞生物学による神経細胞移動のメカニズムの解明

嗅覚神経地図の形成メカニズム

第 5 回キャリアパスセミナー

研究をはじめてから論文としてまとめるまでの事例紹介

2010 北米神経科学会報告

第 6 回キャリアパスセミナー

研究をはじめてから論文としてまとめるまでの事例紹介

第 7 回キャリアパスセミナー

神経科学で用いられる研究手法紹介

神経科学で用いられる研究手法紹介

前半：第 1 回キャリアパスセミナー　
後半：グループワーク

“Meeting Reports in 台湾 ”

2010.01.22-23 に台湾において開催された TohokuUniversity-Taiwan Neuroscience Workshop for 
Young Scientists 2010 の学会報告会が行われた。

　2010 年から若手フォーラムに新たに

加わっている機能は、より、実際的な

ものだ。脳科学グローバル COE に設置

された異分野融合研究奨励費の受給者に

よる研究報告、各研究室が持つ実験手法

を中心とした Methodology のセミナー、

助教・博士研究員らからのアカデミアに

おける就職活動のあり方についての実践

セミナー、最近論文を書いた著者による

論文執筆に至るまでの経緯のセミナー

など。若手研究者が日々の生活で直面

する多様な困難を、培ってきたネット

ワークによりお互いに知恵を出し合って

解決するための場が、フォーラムとして

機能し始めている。

　前年にこのフォーラムでの議論がもとに

なって設立された異分野融合研究奨励費も

2年目を迎えている。最初の年の受給者が、

3 月に報告を行っているが、そのうちの

1 人は栄転した後、12 月の脳カフェの

ゲストに招かれている。2010 年も 8 件 14 名

が研究に励んでいる。更に新たな何かが、

きっとここから生まれる、そんな期待を

抱かされる。

毎月開催される若手フォーラム。演者を招き、あるいは、拠点内

のメンバーがお互いに発表し、というスタイルに加えて、2010 年

からは新しい取り組みも始めている。密なディスカッションと

自律的な取り組みは、他大学からも注目されつつある。

Tohoku Neuroscience Global COE

Young Scientist Forum
若手フォーラム
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02



国際学会出席のために 1 週間、あるいは、実験手技を学びに 3 週間。最先端の研究を行い

ながら、それを担う人材を育成していくためには、海外での経験は欠かせない。短期・

中期の留学を支援する国際的教育研究支援基金・支倉フェローシップは運用 4 年の実績を

重ねた。

期　間

【派　遣】

氏　名 派遣先国名 派遣先所属機関 研究課題 所　属 指導教員

期　間

【招　聘】

氏　名 招聘先所属機関 研究課題 所　属

03.13-03.20

04.10-18

04.06-04.13

04.06-04.13

05.01-06

06.06-10

06.28-07.05

06.08-06.16

08.03-08.07

08.30-09.07

09.11-09.15

10.12-10.16

10.17-10.22

10.17-10.22

11.12-11.20

11.12-11.20

11.12-11.20

11.12-11.20

11.12-11.20

11.12-11.20

11.12-11.20

11.12-11.20

11.12-11.20

11.12-11.20

11.13-11.20

11.13-11.20

11.13-11.20

0702.-09.27 OLSEN, Grethe Mari 身体性認知脳科学　飯島　敏夫 Kavli 神経機能科学研究所（ノルウェー）改変狂犬ウィルスを用いたラット後頭葉と嗅内皮質の結合関係の解析

櫻井　晃

郭　楠楠

川口(濱田)典子

伊藤　弘樹

相澤　恵美子

有銘　預世布

小川　七世

大手　学

村椿　智彦

後藤　純平

西尾　慶之

板橋　亮

梅舘　拓也

加納　剛史

酒寄　信幸

郭　楠楠

恒川　雄二

山西　恵美子

吉川　貴子

篠原　広志

中島　敏

有銘　預世布

笠原　好之

田邉　陽一郎

小山　佳

石井　宏憲

清水　章

アメリカ　ベンチュラ

中国　蘇州市

アメリカ　ワシントン

アメリカ　ワシントン

アメリカ　ニューオリンズ

中国　香港

ポーランド　クラコフ

アメリカ　アシロマ

アメリカ　ワシントンDC

イギリス　マンチェスター

アメリカ　サンフランシスコ

韓国　ソウル

台湾

台湾

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

アメリカ　サンディエゴ

ゴードン研究集会

コールドスプリングハーバー　
アジア神経生物学シンポジウム

第 51 回ドロソフィラ
リサーチカンファレンス

第 51 回ドロソフィラ
リサーチカンファレンス

DDW2010

国際神経精神薬理学会

国際神経心理学会

第 6回国際Wolbachia 学会

第 11 回国際行動医学学会会議

第 13 回ヨーロッパ
ショウジョウバエ神経生物学会議

第 135 回北米神経学会

第 7回世界脳卒中会議

IEEE2010
インテリジェントロボット＆システム

IEEE2010
インテリジェントロボット＆システム

北米神経科学年会 2010

北米神経科学年会 2010

北米神経科学年会 2010

北米神経科学大会 2010

北米神経科学大会 2010

北米神経科学年会 2010

北米神経科学年会 2010

北米神経科学学会 2010

北米神経科学学会 2010

北米神経科学学会 2010

北米神経科学学会 2010

北米神経科学学会 2010

北米神経科学学会 2010

ショウジョウバエ雌の性的受容性を制御する遺伝子 spinsterの機能解析

The Disrucption Postnatal Neurogenesis Causes Prepulse Inhibition Defficit at 
Adluthood ; A Model for Psychosis Onset During Adolescence in Rodent.

Btk29A による Armのリン酸化は、体細胞 -生殖細胞間のシグナル伝達に必須

ショウジョウバエ中枢神経の性特異的な神経回路形成メカニズムに関する研究

Altered Brain Activity during Rule Changes in Irritable Bowel Syndrome.

前頭前野皮質におけるノエピネフリントランスポーター阻害は皮質 - 皮質下間
のグルタミン酸伝達を介してドーパミントランスポーターノックアウトマウス
のプレパルスインヒビションの障害を阻害させる

進行性失語、とくに logopenic progressive aphasia について

宿主の細胞機能を操作するWolbachia タンパク質の同定

メタボリックシンドロームに対する集団認知行動療法の開発

求愛行動を司る雄特異的神経回路の形態形成制御の分子基盤の解明

左視床前部梗塞における神経行動障害と視床皮質連絡離断

椎骨動脈解離による延髄外側梗塞のスクリーニングに BPAS-MRZ は有用である

真正粘菌変形体から着想を得た大自由度ソフトロボットの自律分散制御

生物ロコモーションに内在する自律分散制御の構成論的理解

神経系前駆細胞におけるアラキドン酸とドコサヘキサエン酸の効果の解析

The Disrucption Postnatal Neurogenesis Causes Prepulse Inhibition Defficit 
at Adluthood ; A Model for Psychosis Onset During Adolescence in Rodent.

CyclinD2 の非対称分配は細胞分裂時片方の娘細胞に増殖する運命を与える

マウス胚における頭部神経堤由来細胞の移動および分化様式の解析

終脳発生過程における PAX6下流遺伝子 Dmrta1の機能解析

中心体構成因子 Ninein は神経上皮細胞の細胞周期依存的核運動制御に重要である

使用する腕の順序・運動の種類の順序を表現する内側運動野の神経細胞活動

統合失調症の動物モデルにおける選択的ノルエピネフリントランスポーター阻害薬
の空間作業記憶への効果

ドーパミントランスポーター欠損マウスの PPI 障害に対するニコチンの効果

ラモトリギン投与による神経細胞における細胞調整、細胞子骨格関連遺伝子発見の誘導

線条体における報酬予測誤差の表現およびそれらのドーパミン D1,D2 受容体
阻害剤への反応

ラット島皮質前部の不活性化が遅延ギャンブル課題におけるリスク選好性に
及ぼす影響の解体

前梨状皮質におけるニオイ濃度依存的な神経活動の研究

ゲノム行動神経科学

ゲノム行動神経科学

ゲノム行動神経科学

ゲノム行動神経科学

社会脳科学

社会脳科学

社会脳科学

ゲノム行動神経科学

社会脳科学

ゲノム行動神経科学

社会脳科学

社会脳科学

身体性認知脳科学

身体性認知脳科学

ゲノム行動神経科学

ゲノム行動神経科学

ゲノム行動神経科学

ゲノム行動神経科学

ゲノム行動神経科学

ゲノム行動神経科学

身体性認知脳科学

社会脳科学

社会脳科学

社会脳科学

身体性認知脳科学

身体性認知脳科学

身体性認知脳科学

山元　大輔

大隅　典子

山元　大輔

山元　大輔

福土　審

曽良　一郎

森　悦朗

山元　大輔

福土　審

山元　大輔

森　悦朗

森　悦朗

石黒　章夫

石黒　章夫

大隅　典子

大隅　典子

大隅　典子

大隅　典子

大隅　典子

大隅　典子

虫明　元

曽良　一郎

曽良　一郎

曽良　一郎

飯島　敏夫

飯島　敏夫

飯島　敏夫

01. 「IEEE2010 インテリジェントロボット＆システム」での発表の様子。発表を行ったのは、東北大学大学院工学研究科・加納剛史氏

02, 03. 香港で開催された、国際神経精神薬理学会の会場の様子。
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伊達藩の藩主正宗の家臣であった

支倉常長（幼名は六右衛門長経）は、

江戸時代初頭の 1613 年、慶長遺欧

使節団を率いて、サン・ファン・バウ

ティスタで太平洋を渡った。乗船

人数は 180 余名。その後、1615 年

にローマ教皇に謁見するという偉業

を成し遂げた。東北大学脳科学グロー

バル COE では、この支倉常長の名前

を冠し、国際的に活躍する人材を

支援するためのフェローシップを

創設した。

About  Hasekura Fellowship

支倉フェローシップ　一覧（2010 年 1 - 2010 年 12 月末現在）

　2010 年、支倉フェローシップを利用して

海外に渡航したのは 28 名。本グローバル

COE 所属の若手研究者の半数近くの数に

あたる。本年は、北米神経科学大会年会

の機会に行われたサンディエゴでのワーク

ショップもあったことから、米国への渡航

が目立った。一方で、数年前まではほとん

ど行き先になっていなかった、香港、ソウル

といったアジアの都市への渡航も増えている。

国際的な研究の動向は、フェローシップ

受給者の行先にも反映されているのだ。

　渡航した先で受ける影響もさまざまだ。

研究の潮流が、世界と日本とで微妙に違う

分野もあり、また、日本ではなかなか同じ

分野に他の研究者がいない分野でも、海外

では思わぬ密なディスカッション相手を

見つけられることもある。違った世界に

触れ、より広い視野を身に着けることの

できる、脳科学グローバル COE の若手研

究者たちの成長の糧となる制度になって

いる。

01

02

03

Tohoku Neuroscience Global COE

HASEKURA Fellowship 
支倉フェローシップ



21 [thu] - 24 [sun]
Tohoku University-Taiwan Neuroscience Workshop for Young
Scientists 　　　
【会場】The Center for Traditional Arts/ Forte Dong-ShangVilla, Taiwan

08 [fri]
第 10 回キャリアパスセミナー「生命科学分野のデータベース
を統合する仕事：落ちこぼれ大学生が .DB（Doctor of the
database）にいたるまで」
【演者】坊農　秀雅（大学共同利用機関法人情報・システム研究機構ライフ
サイエンス統合データベースセンター　特任准教授）

14 [thu] - 02.18 [thu] 　＊毎週木曜日
特別セミナー「生命科学専門英語」
【演者】Melinda Hull（東京大学医学部　非常勤講師、翻訳家）

16 [sat] 
東北大学包括的脳科学研究・教育推進センター設立記念
シンポジウム
【会場】東北大学生命科学プロジェクト総合研究棟
【主催】東北大学包括的脳科学研究・教育推進センター
【共催】文部科学省科学研究費特定領域研究｢統合脳｣5 領域、
東北大学脳科学グローバル COE、東北大学医学系研究科
【開会の挨拶】飯島　敏夫（東北大学副学長）
【演者】中西　重忠（大阪バイオサイエンス研究所）、丹治　順（玉川大学）、
木村　實（京都府立医大）、　狩野　方伸（東京大学）、三品　昌美（東京大学）、
貫名　信行（理化学研究所）、福土　審（東北大学）、伊佐　正（生理学研究所）、
大隅　典子（東北大学）、岡部　繁男（東京大学）、高田　昌彦（京都大学）、
曽良　一郎（東北大学）、糸山　泰人（東北大学）、田中　啓治（理化学研究所）、
川人　光男（ATR研究所）、宮下　保司（東京大学）  

05 [fri]
「サービスロボット最先端」
【演者】中川　友紀子（株式会社アールティ）

21 [sun]
生命科学系ＧＣＯＥネットワーク・フォーラム
【会場】メルパルク京都
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05 07 [fri]- 08 [sat]
「生命動態システム科学」シンポジウム
～ 生命の動的理解・予測・制御を目指して ～
【会場】日本学術会議講堂
【主催】日本学術会議　　　
【共催】東北大学脳科学グローバル COE　他

06 [sun] 
市民公開講座「医療につながる分子生物学」
【会場】仙台市博物館
【主催】特定非営利活動法人　日本分子生物学会　
【共催】東北大学脳科学グローバル COE
【演者】片桐　秀樹（東北大学大学院医学系研究科教授）、
岡野　栄之（慶應義塾大学医学部教授）
【司会】大隅　典子（東北大学大学院医学系研究科教授）

26 [sat] 
第 51 回日本心身医学会総会・東北大学脳科学 GCOE 合同
シンポジウム　「医学・生物学これからの 50 年の大問題：
心脳問題をいかに解明してゆくか」
【会場】仙台国際センター
【演者】久保　千春（九州大学病院長）、糸山　泰人（国立精神・神経医療研究
センター病院長）、大隅　典子（東北大学大学院医学系研究科教授）、乾　明夫
（鹿児島大学心身内科学教授）、須藤　信行（九州大学心療内科）、福土　審（東北
大学大学院医学系研究科教授）、森　悦朗（東北大学大学院医学系研究科教授）

03 [sat]  
第 5回脳カフェ　杜の都で脳を語る
「脳はなぜ、美に魅せられるのか」
【会場】せんだいメディアテーク　１Fオープンスクエア
【演者】川畑　秀明（慶應義塾大学文学部心理学専攻准教授）、鈴木　芳雄
（ブルータス編集部エディトリアルコーディネーター）、大隅　典子（東北大学
大学院医学系研究科教授）
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31 [sat] - 08. 01 [sun]
第 3回脳神経科学サマーリトリート in 仙台

【会場】生命科学プロジェクト総合研究棟 

【演者】吉原　良浩（独立行政法人理化学研究所シナプス分子機構研究

チーム・チームリーダー）、定方　哲史（独立行政法人理化学研究所脳科
学総合研究センター分子神経形成研究チーム・基礎科学特別研究員）

04 [wed] - 05[thu] 　
ライフサイエンス統合データベースセンター講習

【会場】東北大学医学部 4 号館

【主催】文部科学省委託研究開発事業「統合データベースプロ

ジェクト」、大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 

ライフサイエンス統合データベースセンター

【共催】東北大学脳科学グローバル COE

【演者】坊農　秀雅、岡本　忍、高祖　歩美、三橋　信孝、

小野　浩雅（ライフサイエンス統合データベースセンター）、中村　保一

（国立遺伝学研究所 生命情報・DDBJ研究センター）、和田　智（埼玉医科大学 
国際医療センター トランスレーショナルリサーチセンター）　

19 [thu]
Science Illustration Summer School in Sendai 2010

プレセミナー “Biomedical Illustration in North America”

【会場】東北大学医学部 5号館

【演者】David Mazierski (University of Toronto)、

奈良島　知行 (Tane+1. LLC 代表 )

19 [thu] - 21[sat]  
Science Illustration Summer Schoolin Sendai 2010

【会場】東北大学医学部 4号館

【主催・共催】東北大学大学院医医学系研究科、トロント大学・

Biomedical Communications、ジョンズ・ホプキンス大学・

Art as applied to Medicine（展示）、Tane+1.LLC、仙台ビジュ

アルアート×サイエンス パートナーシップ

【後援】東北大学脳科学グローバルＣＯＥ

【講師】David Mazierski (University of Toronto)、

奈良島　知行 (Tane+1. LLC 代表 )

27 [fri]
平成22年度日本学術会議第二部展示見学会・公開シンポジウム
「生命科学は人類に何をもたらすか？-生命科学各領域の挑戦-」
【会場】東北大学附属図書館、東北大学片平さくらホール
【主催】日本学術会議、東北大学
【後援】東北大学脳科学グローバル COE、他
【演者】金澤　一郎（日本学術会議会長）、井上　明久（東北大学総長）、
吉田　忠（東北大学名誉教授）、唐木　英明（日本学術会議副会長、東京大学
名誉教授）、佐藤　英明（東北大学大学院農学研究科教授）、柴崎　正勝
（（財）微生物化学研究会微生物化学研究所長（化学））、浅島誠（日本学術会議第
二部長、東京大学名誉教授）、片桐　秀樹（東北大学大学院医学系研究科教授）、
野田　哲生（癌研究会癌研究所所長）、大隅　典子（東北大学大学院医学系
研究科教授）、島内　英俊（東北大学大学院歯学研究科教授）、佐藤　正明
（東北大学大学院医工学研究科長、教授）

　　

02 [thu] - 04[sat] 　
Neuro2010　アカデミア展示会
【会場】神戸国際会議場

14 [tue]- 17[fri] 　
第 20 回日本臨床精神神経薬理学会　第 40 回日本神経精神
薬理学会合同年会
【会場】仙台国際センター
【共催】東北大学脳科学グローバル COE　
【演者】大谷　浩一（山形大学医学部精神医学講座教授）、
曽良　一郎（東北大学大学院医学系研究科教授）

16 [thu]-17 [fri] 　
集中講義「大脳辺縁系の機能を支える構造」
【会場】東北大学生命科学プロジェクト総合研究棟
【演者】Menno P. Witter（オランダ、フーリエ大学教授、ノルウェー
NTNU教授、東北大学客員教授）

25 [tue] -26 [fri]　
カガクをエガく―サイエンスイラストレーション作品展
【会場】TRUNK | Creative Office Sharing
【主催】仙台ビジュアルアートｘサイエンス パートナーシップ
【共催】仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム
【後援】東北大学脳科学グローバル COE　　
【協力】Tane＋1,LLC ., University of Tronto, Johns Hopkins University.
【演者】奈良島　知行 (Tane+1. LLC 代表 )、長神　風二（東北大学
脳科学GCOE 特任准教授）、佐藤　美帆（東北大学大学院医学研究科助手）、
鶴巻　風（ジュエリーデザイナー）

27 [sat] 
東北大学脳科学センター公開講演会
「脳を科学する－脳の分子から精神現象の理解まで」
【会場】東北大学生命科学プロジェクト総合研究棟
【共催】東北大学包括的脳科学研究・教育推進センター、包括型脳
科学研究推進支援ネットワーク、東北大学脳科学グローバルCOE
【演者】丹治　順（東北大学脳科学センター）、山元　大輔（東北大学
大学院生命科学研究科教授）、曽良　一郎（東北大学大学院医学系研究科
教授）、大隅　典子 （東北大学大学院医学系研究科教授 ）

04 [sat]
第 6回脳カフェ　杜の都で脳を語る
「光で脳と対話する」
【会場】せんだいメディアテーク 1F オープンスクエア
【演者】八尾　寛 （東北大学大学院生命科学研究科教授）、
清水　正宏（大阪大学大学院情報科学研究科准教授）

日本学術会議３分科会連携シンポジウム「脳と教育」
【会場】日本学術会議講堂
【主催】日本学術会議３分科会
【後援】東北大学グローバル COE 　他
【演者】苧阪　直行（京都大学）、樋口　輝彦（国立精神・神経センター）、
津本　忠治（理化学研究所）、中谷　裕教（理化学研究所）、石黒　浩
（大阪大学 )、小西　行郎（同志社大学）、虫明　元（東北大学）、黒田　公美
（理化学研究所）、大隅　典子（東北大学）

21 [fri]- 23 [sun]
第 1回東北大学脳科学国際シンポジウム 2011
【会場】東北大学生命科学プロジェクト総合研究棟　ほか
【主催】 東北大学包括的脳科学研究・教育推進センター
【共催】 東北大学大学院生命科学研究科、東北大学脳科学グローバル
ＣＯＥ、ユニバーシティー・カレッジ・ロンドン（ＵＣＬ）、駐日英国大使館、
文科省新学術領域「包括型脳科学研究推進支援ネットワーク」 

21 [fri]
シンポジウム「脳科学と芸術との対話」
【会場】仙台市民会館小ホール
【演者】宮島　達男（東北芸術工科大学副学長・現代美術家）
セミール・ゼキ（ロンドン大学教授・神経科学者）
【モデレーター】大隅　典子（東北大学大学院医学系研究科教授）

07

08

11

12

2011

01

＊GCOE セミナー、若手フォーラムについては、下記ページに詳細を記載。

GCOE セミナー：P09　、若手フォーラム：P23

09

政府・行政刷新会議による事業仕

分けを受けた 2010 年。予算の縮小

は余儀なくされたが、これまでの

蓄積を活かした多様なイベントの

展開が行われた。特に、学内外

問わず他機関との連携は、多様さ

を増している。

2010  
Calendar
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Tohoku Neuroscience Global COE  

Media

GCOE reserchers

Print

氏名 タイトル 掲載日媒体名

大隅　典子

山元　大輔

小椋　利彦

福田　光則

八尾　寛

石黒　章夫

筒井　健一郎

福土　審

青木　正志

長神　風二
（事務局）

日本経済新聞電子版　日経プレスリリース

日経産業新聞・11面

河北新報朝刊・1面

読売新聞朝刊・23面

大分合同新聞夕刊・9面

新潟日報・18面

秋田魁新聞・19面

東北大学広報誌　まなびの杜　

産経新聞朝刊・25面

日本経済新聞朝刊・38面

毎日新聞朝刊・24面

化学工業日報・8面

日経産業新聞・11面
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東北大学、Eph/ephrin シグナルが海馬ニューロン新生と微小血管形成に関わることを発見

脳神経細胞　新生関与の遺伝子特定　東北大　精神疾患治療に応用も

細胞の新生に関与　東北大物質特定

ハエの求愛動作味覚次第　東北大で研究成果

求愛行動決めるフェロモンの味

求愛フェロモン味見

脳の性差　役割判明

最新の研究ラインナップ

サリドマイド奇形　メカニズムを解明　東工大など

サリドマイド副作用の仕組み解明

サリドマイド　たんぱく質の働き阻害　東北大など　奇形化仕組み解明

サンペンズエキス、肌の美白に有用性、メラノソームの輸送阻害

緑色 LEDで操作

光照射で脳細胞活性化　東北大実験成功

緑色光で脳を活性化

世界初の受動走行機械の実現

粘菌，侮れぬ実力

学習意欲　来月調査へ　東北大と仙台市教委　共同チーム初会合

脳の健康　腸にも作用

過敏性腸症候群「生活習慣の改善を心掛けて」

身体とこころの通信簿　下痢

プリズム① - ⑥  ＊毎週水曜日掲載

筋疾患「遠位型ミオパチー」世界初シアル酸投与治験　東北大病院、来月にも

最先端技術 SF で紹介

科学と社会　ひずみ探求

科学の魅力伝える難しさ

3冊でわかる社会と科学

放映日

Television

山元　大輔

福田　光則

青木　正志

長神　風二
（事務局）

フジテレビ系列

東日本放送

愛媛朝日テレビ

日本テレビ

エチカの鏡「特別編 　性格＆相性診断 SP 　遺伝子＆心理学＆生まれた順番で相性が判明　隠れた本性」

スーパー Jチャンネル

eat ニュース BOX「病と闘う彫刻家」

世界一受けたい授業　｢ヤマトもビックリ！？　SF の世界を現実にする最先端科学！｣
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12.15  [wed]  

12.11  [sat]  19:56-

氏名 放送局 番組名

Website

配信日 

大隅　典子 Miyagi, One stop for Innovation website(JETRO) http://www.adox.co.jp/jetro/ 配信中

氏名 媒体名 URL

Event

Print

イベント名 掲載日媒体名・媒体社名

第 5回脳カフェ　杜の都で脳を語る

-脳はなぜ美に魅せられるのか－

2010.07.03

Science Illustration Summer School 2010

2010.08.27

カガクをエガく―サイエンスイラストレーション作品展―

2010.11.25-27

第 6 回脳カフェ　杜の都で脳を語る

-光で脳と対話する -

2010.12.04

シンポジウム　脳科学と芸術との対話

2011.01.21
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グループリーダー

八尾　寛
Hiromu Yawo

石黒　章夫
Akio Ishiguro

筒井　健一郎
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Tohoku Neuroscience Global COE  

Member List

社会脳科学グループ　Interdisciplinary Brain Science Group 

東北大学大学院生命科学研究科准教授。

東京大学文学部心理学科卒業、同大学

院博士課程修了･博士（心理学）。日本

学術振興会特別研究員（日本大学医学部

生理学教室所属）、ケンブリッジ大学

解剖学科助手を経て、2005 年 東北大学

大学院生命科学研究科助教授。2007 年 

新職階制移行のため同准教授。専門は、

認知行動神経科学、生理心理学。

東北大学大学院工学研究科教授。1991 年

名古屋大学大学院工学研究科博士後期

課程修了。工学博士。1991 年同大学

工学部助手、1997 年同大学大学院工学

研究科助教授を経て、2006 年より現職。

専門は、システム工学、ロボティクス、

非線形科学、複雑系科学、生物物理学。

東北大学大学院医学系研究科教授。

1987 年東北大学医学部大学院卒業、

医学博士。1989 年より 1993 年まで

ニューヨーク州立大学医学部生理学

学科 Peter L. Strick 教授の元でポスドク

の後、東北大学医学部第二生理学講座

助手。1996 年 -1999 年科学技術振興

事業団さきがけ 21 研究員兼任。1997 年

に東北大学医学部生体システム生理分野

助教授。2005 年東北大学医学部生体

システム生理分野教授として現在に

至る。専門は、神経生理学、脳機能

イメージング。

東北大学理事。東北大学理学部博士課

程 修 了。Research Assistant Professor，

University of California Los Angeles 、

通産省電子技術総合研究所（現、産総研）

生体機能研究室長、統括研究官、筑波

大学医学部大学院教授（併任）などを

経て東北大学大学院生命科学研究科

教授。生命科学研究科長などを歴任。

専門は、システム神経科学。

東北大学大学院生命科学研究科教授。

1981 年京都大学大学院医学研究科

修了。医学博士。1981 年同大学医学部

助手、1985 年米国ワシントン大学

マグドネル奨学研究員、1993 年京都

大学講師を経て、1995 年より東北大学

医学部教授。2001 年より同大学生命

科学研究科に配置換。専門は、生理学、

神経科学。

東北大学大学院医学系研究科教授。

1983 年東北大学医学部医学科卒業、

医学博士。1987 年東北大学医学部附属

病院心療内科助手、デュ－ク大学医学部

研究員などを経て、1998 年東北大学心療

内科助教授、1999 年より現職。専門は、

心身医学･行動医学。

東北大学大学院医学系研究科教授。

1990 年東北大学医学部医学科卒業、

医学博士。東北大学医学部附属病院

神経内科医員、米国ハーバード大学

医学部マサチューセッツ総合病院神経

内科研究員・教官、東北大学医学部

神経内科助手・講師などを経て、2011 年

2 月から現職。医学系研究科附属

創生応用医学研究センターにも所属。

専門は、神経内科、特に筋萎縮性側索

硬化症を中心とする難治性神経疾患。

東北大学大学院医学系研究科教授。

1986 年岡山大学大学院医学研究科

（神経精神医学）修了。5 年間精神科医

として単科精神病院に勤務の後、米国

アリゾナ大学医学部薬理学教室、米国

NIH 薬物依存研究所にて客員研究員、

分子遺伝学研究室長、1999 年より東

京都精神研･分子精神医学研究部門長、

2002 年より現職。専門は、生物学的

精神医学、分子精神薬理学。

東北大学大学院医学系研究科教授。

1977 年神戸大学医学部卒業、1982 年

同大学院医学研究科修了、医学博士。

1982 年兵庫県立姫路循環器病センター

神経内科、2000 年 Scripps Clinic and 

Research Foundation 研究員、2003 年

兵庫県立高齢者脳機能研究センター

診療部長･臨床研究科長、2003 年より

現職。専門は、行動神経学･神経心理学、

脳血管障害、痴呆性疾患。神経内科

専門医。 

青木　正志
Masashi Aoki

東北大学大学院医学系研究科教授。

1988 年東京医科歯科大学大学院歯学

研究科修了。歯学博士。1988 年同大

学歯学部助手、1996 年国立精神･神経

センター神経研究所室長を経て、1998 

年より現職。専門は 発生生物学、分子

神経科学。

大隅　典子
Noriko Osumi
拠点リーダー

山元　大輔
Daisuke Yamamoto
グループリーダー

小椋　利彦
Toshihiko Ogura

仲村　春和
Harukazu Nakamura

福田　光則
Mistunori Fukuda

ゲノム行動神経科学グループ　Genomic Behavioral Neuroscience Group 

東北大学大学院生命科学研究科教授。

1978 年東京農工大学大学院修士課程

修了。1981 年理学博士（北海道大学）。

1980 年より 1999 年まで三菱化学

生命科学研究所研究員、1981 年より

1983 年までノースウェスタン大学

医学部博士研究員、1994 年より 2000 

年まで、科学技術振興事業団山元

行動進化プロジェクト総括責任者。

1999 年早稲田大学人間科学部教授

就任。同大学理工学部教授を経て、

2005 年より現職。専門は、行動遺伝学。

東北大学加齢医学研究所教授。1984 

年年東北大学医学部卒業。1988 年

京都大学医学研究科修了、医学博士。

1989 年 か ら Yale 大 学 医 学 部 博 士

研究員。1991 年から Salk 研究所博士

研究員。1995 年から奈良先端科学

技術大学院大学助手。1997 年から

同助教授。2003 年から現職。専門は、

分子発生学。

東北大学大学院生命科学研究科教授。

1971 年京都大学理学部卒業。1972 年

京都府立医科大学解剖学教室助手、

1977 年広島大学医学部解剖学教室

助手、講師、助教授を経て、1988 年

京都府立医科大学生物学教室教授、

1994 年東北大学加齢医学研究所分子

神経教授、2001 年東北大学生命科学

研究科の発足に伴い配置換え 1979-80 

年にフランスの国立発生学研究所に

留学（Nicole Le Douarin 教授に師事）、

1987-88 年 に St Louis の Washinton 

University に留学（Dennis O’ Leary 教授

と共同研究）。医学博士。専門は、神経

発生学。

東北大学大学院生命科学研究科教授。

1996 年東京大学大学院医学系研究科

博士課程修了。医学博士。1996 年

日本学術振興会特別研究員（PD）、

1998 年理化学研究所・脳科学総合

研究センター研究員、2002 年独立

行政法人理化学研究所・福田独立

主幹研究ユニットユニットリーダー

を経て、2006 年より現職。専門は、

細胞生物学、神経科学。

身体性認知脳科学グループ　Embodied Cognitive Neuroscience Group  

本拠点では、遺伝子から個体の行動までを扱う「ゲノム行動神経

科学」、認知機能を脳と身体との相互作用によって理解する

「身体性認知脳科学」、人間を取り巻く環境や人間同士の関連性

までを包括する「社会脳科学」という新規の脳神経科学分野を

推し進める研究を展開し、若手人材を育成している。

流動的連携

ゲノム行動神経科学グループ
Genomic Behavioral Neuroscience Group 

大隅　典子  ( 拠点リーダー / 神経発達学 )

山元　大輔  ( グループリーダー /行動遺伝学 )

小椋　利彦  ( 分子生物学 )

仲村　春和  ( 神経発生学 )

福田　光則  ( 細胞生物学 )

　

身体性認知脳科学グループ
Embodied Cognitive Neuroscience Group 

飯島　敏夫  ( 拠点サブリーダー/システム神経科学)

虫明　元       ( グループリーダー /神経生理学 ) 

八尾　寛      ( ニューロンネットワーク )

石黒　章夫  ( システム工学 )

筒井　健一郎  ( 認知神経科学 )              

社会脳科学グループ
Interdisciplinary Brain Science Group 

森　悦朗      ( グループリーダー / 行動神経学 )

曽良　一郎  ( 精神生物学 )

福土　審      ( 心身医学 )

青木　正志  ( 臨床神経学 )
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